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１ 理事長挨拶 
「シカか高山植物か」の議論が必要 

NPO法人 尾瀬自然保護ネットワーク 理事長 高橋 喬 
 今から 40年も前に、丹沢の札掛で「丹沢ホーム」の中村芳男さん(故人)とホーム周辺の山
の斜面に牧草の種子をまいたことがある。当時、裏丹沢（山梨県側）でハンターに追われ、

禁猟区の表丹沢(神奈川県側)に移住するニホンシカが、増加の一途をたどっていた。 
 札掛では県有林と民有林に植林した若木のシカによる食害が問題化し、地元を中心に『シ

カを捕獲すべし』の声が高まっていた。 
 その頃、丹沢ホームから尊仏山荘に向かう山道の途中で、突然、５ｍほど手前を藪の中か

ら 1頭のシカが飛び出し、道を横切って斜面を下って行った。そのときの若いシカ(だと思う)
の白いランプが、今も脳裏にインプットされていて離れない。初めての野生シカとの出逢い

だった。 
 野犬に追われて、対岸にある分校（現在は廃校）の女の先生に助けてもらおうと、必死で

水無川の急流を泳ぐシカや、傷ついて丹沢ホームの庭先の茂みに身を潜めるお腹の大きな雌

シカの姿などを目の当たりにして、中村さんの心は揺さぶられた。周辺住民の非難を覚悟で、

シカに手を貸すことを決めた。 
 考えあぐねた末に着目したのが、山の斜面に牧草の種子をまいて、シカの採食地の一部に

しようというアイデアだった。ある日、勤務先に中村さんが訪ねてきて「牧草を斡旋してく

れる会社はないか」という。近くに林道などの傾斜の緑化に牧草の種子を使っている会社が

あった。事情を話すと格安で種子を分けてくれた。 
 この種子を袋に入れ、肩に担いで目的地に到着したら袋の底に小さな穴を開け、種子を少

しずつこぼしながら斜面のトラバースを繰り返す。元牧師だったと思えない中村さんのアイ

デアに感服したが、かなりしんどい作業だった。これで樹皮の食害が少しでも減れば、シカ

に対する偏見も弱まるのでは－というのが狙いだった。 
 年 2 回の調査が、調査としてどれほどの価値があるのかはわからない。しかし、今回の調
査は助成を受けず、資金が豊かではない自然保護団体にとって、これが精一杯の活動である。

その上、いったいいつまで調査を続けるのか、担当者にも出口が見えないのでは、そろそろ

ピリオドを打つべきかも知れないと考え、8 年間の調査という中途半端な報告書をまとめて
もらった。 
 かつて尾瀬では「電力かコケか」という論争が白熱したという。われわれの調査結果から

も、尾瀬のシカが年々増加していることは明白な事実である。もはや躊躇すべき段階ではな

い。国立公園としてのさまざまな制約はあるとしても、今こそ「シカか高山植物か」という

論争を展開すべきであろう。尾瀬の象徴であるミズバショウやニッコウキスゲ、リュウキン

カ、ミツガシワなどが食い尽くされてしまうまで看過しようというのでは困る。関係機関や

団体にも尾瀬の行く先を真剣に考えて欲しいものである。 
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２ 発行に寄せる言葉 
市民参加型のシカ調査のすすめ 

宇都宮大学農学部教授 小金澤 正昭 
 尾瀬にシカがいるようなので調べてほしいと自然環境研究センターの常田邦彦さんを通じ

て環境省から依頼されたのが 10年前の 1997年の春でした。それまで、奥日光のシカ調査で
使っていたビームライトとバッテリーを抱えて、尾瀬沼に向かいました。なぜか、御池から

温泉小屋をまわって見晴、そして尾瀬沼に入りました。７ｋｇのバッテリーを首から下げて

の山歩きです。そして、その日の晩に、調査開始まもなく、沼への入り口で、照らしたライ

トの中で飛び跳ねるシカを目撃しました。そのときに同行したレンジャーの驚きもまた鮮明

でした。 
 以来、ビームライト調査が毎月のように行われ、尾瀬におけるシカの動向を知る、重要な

情報となっています。残念ながら、出会うシカの数は減ることはなく、年々増加する一方で

す。このために、あらたな対策を検討する時期に来ているようです。また、調査体制は、当

初、私たち宇都宮大学の学生と教員が行なっていましたが、途中から環境省のパークボラン

ティアの方々の応援が加わり、さらに尾瀬自然保護ネットワークの皆さんが２００１年から

加わり、さらに尾瀬高校の皆さんも加わって、調査が進んでいます。 
このビームライト調査は、対象のシカを直接見ることができるので、調査者（参加者）の

調査意欲を引き上げる効果があります。調査自体も大変シンプルです。しかし、ここで注意

しなくてはならないのは、データの信頼性の維持という点です。また、情報の公開について

も議論する必要があるでしょう。 
データの信頼性を考えるならば、決して物見遊山のシカの夜間観察会ではないという点で

す。観察会であれば、生息数の推定に寄与する基礎データの収集にこだわることはないので、

観察ができれば良いのですから、観察地点を固定したり、全周を照らしたりしてできます。

しかし、生息数の資料とするのであれば、同じ個体を何度も数えるようなことは避けなけれ

ばなりません。そのための工夫としては、進行方向に対して観察範囲を 270度から 0度（左
側前方）と 0度から 90度（右側前方）に限定してシカを数える。あるいは、後方のシカと区
別して記録するといった工夫が必要です。なぜならば、一つ前の地点で、私たちはできるだ

け多くのシカを数えようと、前方の、それも相当に遠いシカを含めて数えようとします。こ

の距離と次の地点までの距離が同じか又は遠い場合は重複は少ないのですが、次の地点まで

の距離が短いと重複は避けられません。この重複を除く方法としては、あまりにも前方の遠

くにいるシカを含めないか、観察地点とシカのいる地点を正確に記録し、重複を除くように

工夫する必要があります。これらの工夫と一定のルール化は信頼性の確保に不可欠です。こ

のためにはＧＰＳやコンパスの使い方を習熟する必要があります。これらの道具は、初めて

の人にはとっては困惑することになるかもしれませんが、自信をもってデータを示せるよう

になるためには不可欠な技術です。また、このようにして得られた資料はネットワークの財
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産としてだけでなく、多くの人に向けて公開すべきと考えます。このためには、いくつもの

ハードルを越えることになります。データの信頼性を確保するためには、常に調査方法の点

検を行なう必要があります。その時々によって変わるオリジナリティあふれる調査方法は必

要でなく、いつも同じ方法、時間、ルートで調査を行うことが求められます。また、得られ

たデータ（基礎データ）から、他の人たちの資料と比較ができる資料への変換、そのために

はパソコンを用いた集計、情報発信のためのプレゼンテーション技術が必要です。それがネ

ットワークの力へと変わってゆくと確信します。市民参加型の調査を進めるということは、

単なる手伝いではない、足腰の強いＮＰＯの育成にも繋がることだと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ライトセンサスとフィールドサイン調査の二本立てで 

群馬県立尾瀬高等学校教諭（自然環境科主任） 松井 孝夫 
「尾瀬のニホンジカ調査」が第５１回日本学生科学賞の群馬県審査及び第５５回群馬県理

科研究発表会高校生物の部で、最優秀賞を受賞しました。 
「シカの分布と採食植物の季節変化」をテーマに、２００３年からの尾瀬ヶ原でのライト

センサス調査と、今年度追加した鳩待峠～アヤメ平～富士見峠～八木沢～見晴間でのフィー

ルドサイン調査の結果をまとめました。 
この研究からは、シカの採食対象の植物が、季節により、尾瀬ヶ原のミツガシワ、ニッコ

ウキスゲの蕾の食餌を中心とする時期と、周辺の森林内で７０種類を超える様々な植物の食

餌行動へと変化していることがわかりました。 
この研究は、２００２年６月に「尾瀬自然保護ネットワーク」の尾瀬ヶ原野生ジカ調査に

同行させていただいたことをきっかけに始まったもので、このような成果を得られたのも、

貴団体からの様々なご支援があってのことと、深く感謝しております。 
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３ はじめに 
◎ 尾瀬のシカはどんなシカ？ 

尾瀬のシカは温帯に適応し、日本の本州から九州に分布を広げるニホンジカ（偶蹄目シ

カ科）です。 
日光地域で捕獲されたシカの体重の平均値は、オスの成獣で６０ｋｇ前後、メスは４６

～４８ｋｇ。毛の色は季節によって変り、６月～１０月は赤褐色で白い斑点があり、１１

月～５月頃までは灰褐色の冬毛となります。 
オスジカは１才で１本の角が生え、２才で２～３本に枝分かれし、４才で４ポイントの

角になります。角は毎年春に抜け変わります。メスジカは２～３才で成獣になるが、栄養

がよければ１才の秋に交尾をして２才の夏に出産することが可能です。出産する子ジカの

数は１頭です。子ジカを連れたメスは血縁関係がある他のメスと群れを作って採食行動や

移動をしています。 
森林から草原にかけてを生息域とし、そこで笹や草を食糧にしていますが、豪雪で食糧

不足になると樹木の皮もよく食べます。尾瀬でもすでに皮剥木が何本も確認されています。 
寿命については生息域によって差があり、日光周辺ではメスが２０才前後、オスが１５

才前後とされています。 
尾瀬のシカといっても、１年を通して尾瀬に生息しているわけではありません。上述に

再三日光という地名が登場しますが、冬の間は深い雪を避けて近隣の日光（栗山地区を含

む）、足尾、片品村、東村で越冬し、融雪を待って尾瀬にやってくるのです。最近では尾瀬

で越冬する固体が現れたという情報も流れています。 
 

◎ シカの存在はなぜ問題？ 

１９８０年代半ば頃までは、尾瀬でシカを見かけることはとんどありませんでした。 
シカ問題は今から１３年前（１９９５年）に、東北大学の内藤俊彦助手（当時）が、尾

瀬ヶ原や長池湿原でシカによる食害を確認したことが始まりです。１９９０年代後半から

２０００年代初めには、マスコミでもくり返し取り上げられました。 
尾瀬にやって来るシカの数は年毎に増加を続け、木道から泥田のようになった掘り起こ

し跡（食物採取や生殖期にオスが行うとされる湿原撹乱の跡）を目撃するのも今や珍しい

ことではありません。湿原ではミツガシワ・ニッコウキスゲ・ミズバショウなどが被害を

受け、２００７年度の尾瀬高校自然環境科の調査では、アヤメ平～八木沢ルートでの食害

は７４種にのぼりました。 
地球温暖化による積雪量の減少・捕食者であるオオカミの絶滅およびハンターの減少な

どによりその数を増やした近隣のシカは、周辺地区での過密や森林の伐採が原因で、日光

から尾瀬にかけて帯状に広がる保護区を利用して、季節的な移動をくり返しているのです。 
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４ シカ調査開始への経緯 
尾瀬がシカに荒らされ始めた事実は、尾瀬自然保護ネットワーク（以下 尾瀬ネットと

略称）のメンバー達にも大きな衝撃でした。食害や掘り起こしが広がらないうちに何とか

しなければ……そんな思いが、問題発生から早い段階での生息数調査の開始につながって

いきました。 
◆ ２０００年１月２２日 
尾瀬シカ問題説明会（前橋）（環境庁自然保護局主催） 
参加者  坂本敏子・清水博之・永島 勲・山本誠剛・吉江富雄 
◆ 同    ３月１１日 
尾瀬ネット幹事会においてシカ問題が取り上げられる。山本氏が担当となる。 

◆ 同    ７月 ８日 
尾瀬シカ問題フォーラム （尾瀬保護財団主催） 
参加者  牛木一朗・坂本敏子・山本誠剛 

◆ 同    ７月１５日～１８日 
尾瀬沼・尾瀬ヶ原一帯のシカ生息数調査  宇都宮大学野生鳥獣管理学研究室 
                   アースウオッチジャパン  共同主催          

参加者  坂本敏子 
◆ ２００１年３月 ３日 
尾瀬ネット幹事会において、尾瀬シカ問題の説明が行われる。 

◆ 同    ９月１１日 
 宇都宮大学小金澤正昭教授の指導により尾瀬ヶ原において第１回野生シカ生息数調査

（以下 尾瀬ヶ原シカ調査と略称）が実施される。 
◆ ２００２年以降からは、６月と９月の年２回のペースで調査が継続されている。 

５ 調査器具・調査手順など 
◎ 調査器具 
・ ビームライト１灯（ビームライト用バッテリー） 
・ ＧＰＳ・方位磁石・暗視スコープ・双眼鏡 
・ 距離計 
 
◎ 調査手順 
環境が特別保護区であり湿原への踏み込みが 
不可能であることから、木道の両側へ発見可能な３００ｍ程度の範囲でライトの照射を

移動させ、光に反射するシカの目をカウントしていきます。 
シカかそれ以外の動物なのかは目の色と高さで見分けます。シカは黄色味がかった白色

であり、キツネなどは青または赤の反射光を発します。 

ビームライトとバッテリー 
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発見した場合 
・ 頭数とその群れの構成 
   成獣か子ジカか………………体の大きさで              
   成獣の場合……………………オス（♂）かメス（♀）か 
        これは体の大きさ、および季節によっては角の有無で見分けます。 
・ 調査者の位置…………………………………ＧＰＳで確認します 
・ 調査者の位置からの方向……………………方位磁石で計測します 
・ 調査者の位置からの距離……………………距離計または目測で計測します 
◎ 調査コース 
当初は山ノ鼻から下田代十字路まで足を伸ばしていましたが、現在は竜宮までの往復で

す。（調査は往路のみ）照射地点間の距離は２００ｍ前後で、照射位置は木道（１枚４.５ｍ）
の枚数をカウントして決めます。 

 
◎ 記録様式 

ビームライト調査記録表（尾瀬） 
ルート名：                 調査年月日：    年   月   日  

調査者氏名：                記録者氏名： 

開始時刻：                 終了時刻： 

月齢：新月、三ヶ月、半月、満月 天候：星空、曇、雨、霧 月明かり： 明るい、暗い 

風速：強い、弱い、無風     風向：北、東、南、西 

使用した車の種類：       ビームライトの種類 

 
発見地からの 

番号 時刻 
Waypoint 
番号 

木道の 
左・右 

発見頭数と 
構成 距離（ｍ） 方位（度） 

発見時とそ

の後の行動 環境 

１         

２         

３         

４         

５         

┆         

┆         
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６ 調査結果の推移と考察 
＜合同調査＞ 
◎ ２０００年７月１５日 
・ 天 候；小雨のち曇   ・月齢；13.3 
・ ルート；大江川湿原 ― 浅湖湿原  

21：00に尾瀬沼ビジターセンターを出発、22：20帰着 
・ 確認数；３頭 
◎ ２０００年７月１６日 
・ 天候；晴       ・月齢；14.3 
・ ルート；１５日に同じ 20：00に尾瀬沼ビジターセンターを出発、21：20帰着 
・ 確認数；４頭 
・ 調査者（２回とも）；小金澤正昭教授  坂本敏子 他３名 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎ ２０００年７月１７日～１８日 
・ 天 候；雨のち晴   ・月齢；15.3 
・ ルート；下田代十字路 ― 三叉路 ― 東電小屋 ― ヨッピ橋 ― 牛首 
      ― 山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮小屋 ― 下田代十字路 

21：50に下田代十字路を出発、１８日 03：00帰着 
・ 確認数；２４頭 
・ 調査者；小金澤正昭教授  坂本敏子 他３名 

                          尾瀬ヶ原のシカ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大江川湿原・浅湖湿原

のシカ 
○…１５日 
●…１６日 
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＜第１回＞ 
◎ ２００１年９月１５日～１６日 
・ 天 候；曇のち晴   ・月齢；11.1 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮 ― 下田代十字路 ― 三叉路    
      ― 東電小屋 ― ヨッピ橋 ― 牛首 ― 山ノ鼻   

21：00に山ノ鼻を出発、１６日 02：00帰着（帰路・牛首～山ノ鼻は調査なし） 
・ 調査者；大橋文江、坂本敏子、佐藤信良、椎名宏子、清水博之、高橋 喬、田中志朗、

長島睦世、西山伸一、深山美子、山本誠剛（５０音順・以下同じ） 
小金澤正昭教授  

・ 確認数；１２頭 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 経 過 
初めてで不慣れな調査の上、雨あがりの濡れた木道は一瞬の油断も許さないという難

しい状況だった。 
シカは確かにいるという実感が全員の胸に迫った。 
 

＜第２回＞ 
◎ ２００２年６月２２日～２３日 
・ 天 候；スタート時小雨、時折雲切れる。下田代十字路折返し後、本降りとなる。    
・ 月 齢；11.1 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮 ― 下田代十字路    
（調査は往路のみ）   

20：00に山ノ鼻を出発、２３日 02：00帰着 
・ 調査者；大橋文江、坂本敏子、清水博之、棚橋 収、深山美子、山本誠剛 
       県立尾瀬高校環境科生徒１２名（引率、松井孝夫教諭） 
・ 確認数；５頭 
・ 経 過 
 尾瀬高校生と共に行った事前のミーティングでは調査方法の説明、ニホンジカの生態

および尾瀬地区におけるシカ問題がテーマとなった。 
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 雨天にもかかわらず調査はスムーズに行われた。バッテリーの重さによる負担は、フ

レームの使用および途中での交代でかなり軽減された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜第３回＞ 
◎ ２００２年９月１５日 
・ 天候；うす曇のち曇   ・月齢；8.0 
・ ルート； 山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮      

20：00に山ノ鼻を出発、0：00帰着 
・ 調査者；坂本敏子、佐藤信良、長島睦世、深山美子、山本誠剛 

県立尾瀬高校環境科生徒２名（引率 田中直樹教諭、高谷哲二教諭） 
・ 確認数；１０頭 
・ 経 過 
半月とはいえ調査時の空はかなり明るく、双眼鏡・単眼鏡が活躍した。生徒の視力の

良さも大きな力となったがその割には確認数が少なかった。ビームライトの明るさが弱

まっていることが気にかかる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜第４回＞ 
◎ ２００３年７月５日 
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・ 天 候；うす曇のち曇   ・月齢；５.３ 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮       

20：00に山ノ鼻を出発、0：20帰着 
・ 調査者；坂本敏子、清水博之、深山美子、山本誠剛 

県立尾瀬高校環境科生徒６名（引率 松井孝夫教諭） 
・ 確認数；２６頭 
・ 経 過 
ライト・バッテリーは、牛首休憩所までは尾瀬ネットが、それ以降は尾瀬高校が受け

持った。確認はほぼ鳩待通り下の林縁又は林の中。時折ピュッという鋭い警戒音を耳に

した。この時期、まだ親ジカと子ジカの体格の差が目立つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜第５回＞ 
◎ ２００３年９月６日 
・ 天候；曇   ・月齢；9.4 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、0：１0帰着 
・ 調査者；坂本敏子、佐藤信良、西山伸一、深山美子、山本誠剛 

県立尾瀬高校環境科生徒９名（引率 平尾教諭） 
・ 確認数；３６頭 
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・ 経 過 

確認は木道の左・右、進行方向拠水林など湿原全域に及んだ。“カィオー”というオス

の叫び声を１回、“ピュッ”という警戒音を３回耳にした。尾瀬ネットの調査終了後も、

尾瀬高校は調査を続行した。 

 
＜第６回＞ 
◎ ２００４年６月１９日 
・ 天 候；出発時晴天 全体に湿気が多く、後半霧がかかる   ・月齢；1.3 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、0：10帰着 
・ 調査者；坂本敏子、清水博之、高橋 喬、長島睦世、深山美子、メンバー外参加４名 
・ 確認数；３１頭 
・ 経 過 
夏至が近いので、出発時、原にまだ明るさが残る。猫又川の拠水林でまず１頭を確認

し、これを皮切りに牛首周辺、源五郎堀、セン沢周辺で次々に親子、オスを含む群れが

確認された。動きも活発で、走ったり跳ねたりする姿を再三目にした。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜第７回＞ 
◎ ２００４年９月２５日 
・ 天 候；曇のち雨   ・月齢；1.0.5 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、２３：４５帰着 
・ 調査者；安部晃樹、坂本敏子、佐藤信良、椎名宏子、長島睦世、前田悦子、深山美子、 
      横田有弘、メンバー外参加１名       
・ 確認数；６頭 
・ 経 過 
濃い霧がたびたびライトの光を遮り、シカの確認は難航した。復路にチャンスを探し
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たが、雨の降りが激しくなり、途中で断念した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜第８回＞ 
◎ ２００５年６月２４日 
・ 天 候；晴天、しかし全体に湿気が多く、時折雲が広がる   ・月齢；17.2 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、0：50帰着 
・ 調査者；池田稔夫、坂本敏子、佐藤信良、長島睦世、深山美子、横田有弘 
・ 確認数；７５頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 経 過 
出発時にはまだ明るさが残っていたので、川上川を過ぎてからライトの照射を開始し

た。上の大堀川の手前から源五郎堀、セン沢近辺にかけて、確認数は増え続けた。 
 

＜第９回＞ 
◎ ２００５年９月３日 
・ 天 候；雨のち曇   ・月齢；29.0 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         
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20：00に山ノ鼻を出発、23：50帰着 
・ 調査者；池田稔夫、坂本敏子、清水博之、高橋 喬、長島睦世、深山美子、横田有弘 
・ 確認数；３１頭 
・ 経 過 
川上川を過ぎた木道沿いで、シカが急に立ち上がり走り出した。目の前で見るシカは

大きくて美しい。下の大堀川手前までで次々に３０頭を確認したが、途中尾瀬高校チー

ムと出合った後は、確認は全くなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜第１０回＞ 
◎ ２００６年６月１７日 
・ 天 候；雨      ・月齢；20.9 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、0：15帰着 
・ 調査者；坂本敏子、鎮目安康、清水博之、長島睦世、前田悦子、前田佳胤、 
    深山美子、横田有弘、青木宗一郎（宇都宮大学） 

・ 確認数；５５頭 
・ 経 過 
上の大堀川、伝の丞沢、セン沢手前の尾根のせり出しなどで、３～４頭の群れ又はオス

ジカと思われる単独の固体を確認し続けた。中には１３頭という群れもあった。 
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＜第１１回＞ 
◎ ２００６年９月９日 
・ 天 候；晴      ・月齢；16.3 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、0：30帰着 
・ 調査者；池田稔夫、伊藤アケミ、坂本敏子、鎮目安康、島田富夫、清水博之、 

高橋 喬、前田悦子、前田佳胤、横田有弘、 
稲田博一（朝日新聞社）、津田智匡他３名（環境省）  

・ 確認数；３頭 
・ 経 過 
非常に明るい月のため、ヘッドライトを使わずに木道を歩ける状態だった。後半、森

林と湿原の境にも
・

や
・

が発生し調査の妨げとなった。今回、長さ 1.5ｍ程の物干し竿を利用
したビームライト用の新兵器が登場した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜第１２回＞ 
◎ ２００７年６月９日 
・ 天 候；雨      ・月齢・23.3（半月） ・月の出 0：06 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         

20：00に山ノ鼻を出発、0：４0帰着 
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・ 調査者；池田稔夫、伊藤アケミ、坂本敏子、鎮目安康、島田富夫、清水博之、 
長島睦世、前田佳胤、横田有弘 

・ 確認数；９５頭 
・ 経 過 
川上川拠水林を抜けて以降、ほぼ湿原南縁で確認は途切れることなく続いた。後半は、

林縁のシカを遮るように立ち上る水蒸気に悩まされた。 
 

＜第１３回＞ 
◎ ２００７年８月３１日 
・ 天 候；曇のち晴      ・月齢；18.2 ・月の出 19：38 
・ ルート；山ノ鼻 ― 牛首 ― 竜宮         
20：00に山ノ鼻を出発、0：20帰着 
・ 調査者；池田稔夫、伊藤アケミ、加藤憲司、坂本敏子、鎮目安康、島田富夫、 

清水博之、永島 勲、長島睦世、西山伸一、前田佳胤、深山美子 
・ 確認数；１９頭 
・ 経 過 
出発時に空を覆っていた雲が徐々に切れて、やがて明るい月が顔を出した。今回の確

認は南縁のみで、源五郎堀、セン沢周辺が多かった。昨年の同時期の比べて確認数は増

えたが、６月の大量確認を考えると、少しばかり拍子抜けだ。あのシカたちはどこに行

ったのだろう。 
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＜考察＞ 
シカ問題対策の一つとして尾瀬ネットのメンバーたちが取り組んだ８年間の調査結果か

ら、以下の項目について考察しました。 
調査は６～７月初～中旬と８月下旬～９月中旬の範囲で実施日を選択しているため、考

察の中では便宜上６～７月初～中旬を６月期、８月下旬～９月中旬を９月期としています。 
 
① 確認数の経年変化                      

 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 計 1回平均 

6月期 24  5 26 31 75 55 95 311 44.42 
9月期  12 10 36 6 31 3 19 117 16.71 
年間計 24 12 15 62 37 106 58 114 428 61.14 

                                 （表 １） 
最近、よく尾瀬のシカは増えていると言われ、調査者たちも漠然とそう感じてはいまし

たが、表１の数字にその傾向ははっきりと現れています。調査開始当初そう多いとは言え

なかった１回毎の確認数が、２００３年以降目立って多くなり、２００５年２００７年は 
年間合計で１００頭を上回っています。これに伴い、木道際の掘り起こし跡も頻繁に目に

付くようになりました。これが当たり前の尾瀬の風物となってしまわぬよう、一刻も早い

対策が望まれます。 
② 確認数の季節変化 

6月期と９月期の確認数の総計は、各々に 3１１頭と１１７頭であり、１回平均も４４.42
頭と１６.71頭です（表１）。これらの数字から、6月期には９月期の倍以上の数のシカが湿
原で活動していることが明白になりました。 
残雪期から初夏にかけては出産、子育ての動きが活発な時期であり、調査データでも３

頭から６頭までの群れの確認が多くなっています。 
9月期に確認数が半減することについては、小ジカを連れた母ジカの群れが調査地域から
別の場所に移動していると専門家は見ています。しかし 6 月期の半数以下とは言え、まだ
相当数が湿原一帯で確認できることから、6月期前後に集結状態であった各々の群れが子ジ
カの成長に伴って別行動に移り、周辺地域にばらけるという予測はできないでしょうか。 
③ 確認地点について 
全調査データの中に湿原北側（山ノ鼻から竜宮に向かって、木道左側）がどの程度ある

のか数え上げ 6月期が１９頭、9月期が１２頭という結果になりました。これは確認総数に
比例しているわけではありませんが、ほぼそれを反映しています。 
その殆どが１頭のみの確認であり、母子の群れから離れて行動するオスと思われます。

木道をはさんで、母子は南に父は北にというところかも知れません。 
④ 月齢とシカの行動 
 主に夜、採食行動するシカは、満月から新月をくり返す月の満ち欠けに、どう対応して
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いるのかを知ろうと、調査結果を探ってみました。 
満月またはその前後に行った調査は４回、その中で出発から晴天に恵まれたのは２回で

す。しかし２００５年６月２４日は、出発時から終了まで視界が悪い状態が続きました。

それとは逆に、２００６年９月９日は空気が澄んであたりが大変明るく、ヘッドライトな

しで木道を歩けるほどでした。その結果（と思われる）、確認したのは３頭でした。また、

２００７年８月３１日は調査開始後早いうちに月が顔を出し、確認数も１９頭と低迷でし

た。（表２） 
調査年月日 月 齢 天 候 確認数 

2000年７月１７日 １５.３ 雨のち晴（後半、雲が切れる） ２４ 
2005年６月２４日 １７.２ 晴（湿気が多く視界が悪い） ７５ 
2006年９月 ９日 １６.３ 晴 ３ 
2007年８月３１日 １８.２ 曇のち晴 １９ 

（表２）      
逆に新月またはその前後に行われた３回については、天候にかかわりなく確認数が多く、

特に２００７年６月９日は９５頭という今までの最多を記録しています。月齢２３.３は半
月ですが、月の出が遅くてほぼ新月状態であったことが、シカの動きを活発にした結果と

思われます。（表３） 
調査年月日 月 齢 天 候 確認数 

2004年 6月１９日  １.３ 晴（湿気のため視界不良） ３１ 
2005年９月 ３日 ２９.０ 雨のち曇 ３１ 
200７年６月 ９日 ２３.３ 雨（月の出０：０６） ９５ 

（表３）      
これらの結果から月齢とシカの行動の関連は確実にあると見ていいのではないでしょうか。 

 

月齢について 
調査記録に毎回登場する月齢

・ ・

とは、月・地球・太陽が一直線に並ぶ新月（朔）をゼロと

し、当日の正午時刻（中央標準時）に経過した時の月の満ち欠けの度合いを数字で表した

ものです。その周期は２９日か３０日です。 

一般に捕食者に狙われる野生動物は月明かりを嫌うという定説があるため、月齢を調査

結果を考察する上での一つの判断材料にしています。 
 

⑤ くり返される照射のシカへの影響 
 ２００５年９月３日の調査は、くり返されるビームライトの照射に対するシカの反応を

調べる実験を、尾瀬高校チームと共に行う結果となりました。 
 最初のビームライト照射で林縁または湿原のシカを確認後、３０分～９０分を経て同地

点を照射した場合、再びシカを確認することは可能だろうか………得られた答えは“ＮＯ”
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です。 
 ２０：００に山ノ鼻を出発した尾瀬ネットチームは順調に調査を進めて３１頭のシカを

確認し、ほぼ同時刻に下田代十字路を出発した尾瀬高校チーム第１班と、２１：３０に下

の大堀川手前で出合いました。そこを境にして、それ以降はシカの確認は全くありません

でした。 
竜宮近辺で、やはり下田代十字路からやって来た尾瀬高校チーム第２班と出会い、彼ら

も１頭の確認もできずにいるようでした。 
くり返される強いビームライトの照射を、満月の明るい光またはそれ以上に、シカは危

険と感じているようです。シカへの過重な負担を減らし、またより正確な調査結果を得る

ためにも、他チームとの調整は欠かしてはならないことだと思います。 
 
下の２枚の写真は日光湯元ビジターセンターシカ調査班撮影 
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７ まとめ 
＜調査参加者から＞ 
◆ より精度の高いデータが得られるよう、調査回数を増やしてはどうでしょうか。今後

食害調査、湿原撹乱調査なども行いたい。                 （池田） 

◆ 初めて参加して、この調査は高度な知識と経験が必要だと感じた。尾瀬の自然を守る

ために不可欠な調査であり、得られたデータは貴重なものと思います。    （加藤） 

◆ 調査の総括を、尾瀬ネット独自でも行う必要があるでしょう。       （清水） 

◆ 尾瀬ヶ原を夜歩くとは、想像もしていませんでした。月や星が間近に見えたときは大

変感動しました。生態系全体を見たときに、１種の動物が増え過ぎると他の動物や植物

に害を及ぼす場合があることを、考える必要があると思います。偏ることがない長期的

なバランスを判断した環境行政が求められていると考えます。        （島田）         

◆ 尾瀬ネットでは毎年２回、調査を実施しているが、その結果を見ると、頭数が確実に

増えていることは間違いのない事実である。最近は登山道においてもシカの足跡が数多

く見られる。これは習性からして、尾瀬周辺で出産（食糧事情が良ければ２年で出産可

能）し越冬している（出生場所に固守する習性）シカがいることが十分考えられます。 

  このまま野生ジカが増加すると、泥炭層の破壊を始め嗜好植物の消失や不嗜好植物の

増加等によって、湿原における植生景観の悪化や生態系の著しい変化が起こるであろう。 

  尾瀬ネットの調査結果が有効に活用され、野生ジカとの共生に寄与することを願って

やみません。                              （永島） 

◆ 男性の参加者が増えて、負担が大きいバッテリー（ビームライト用）の交代ができる

ようになり、良かったと思っています。 

  年２回のため、参加が途切れると調査方法などを忘れてしまうこともあり、ミ－ティ

ングで行う確認作業の大切さを感じています。               （長島） 

◆ 今回久しぶりに参加し、調査のやり方が以前と少し変っていることを知りました。良

いと思ったのは、重いバッテリー（ビームライト用）がし
・

よい
・ ・

こ
・

に固定され、ビームラ

イトもポールに固定され、照射がやりやすくなったことです。 

  シカはなるべく殺さないでほしいと思います。何かいいアイデアはないものでしょう

か。                                  （西山） 

◆ 私が初めてシカの食害を目の当たりに見たのは、１０年程前日光の中禅寺湖南岸にあ

る杜山に登った折で、一面の笹原がまるで人が鎌で刈ったようにきれいに食べ尽くされ

ており、木や草の根まで掘り起こされていました。 

  日光にシカが増えているとは聞いていましたが、予想以上の光景に驚きました。昼間

だというのに立ち止まり、じっーとこちらを見ているシカや斜面を駆け下りる群れも目
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に留まりました。それから間もなく尾瀬にシカが目撃され、食害が出ていることを知り

ました。シカの調査はちょうどそんな時期に始められました。 

  夜の木道を歩くことは結構大変です。しかし一方で、素晴らしいこともあります。ラ

イトに照らされて銀色に輝く木々や花・頭上に流れる天の川・黒々と映える周りの山々

など、普段見ることができない光景が広がります。また、常に竜宮小屋のかすかな灯り

が見えるのも頼もしい限りです。 

  人間による個体数の調整は複雑な思いもありますが、適正な保護管理のもとに本来の

生態系に戻すためには、地道な努力が不可欠と考えます。今後、さらに調査を継続する

ことによって尾瀬の自然保護に貢献し、この素晴らしい自然を後世に残したいものです。 

（深山） 

◆ ……夜８時の空は雲多し。大きな月がうす雲の中に見え隠れする。長島さんの距離計

測により投光の位置が指示される。ビームライトの先に青白く光るシカの目・じっと動

かないもの・左右に動くもの・跳ねながら移動するものなど、神秘的であり感動的であ

る。 

  ＧＰＳで投光位置を確定する深山さん、方向を計る池田さん、記録をとる坂本さん、

写真を撮影する佐藤さん、皆きびきびと動いている。 

  次の投光位置まで、ヘッドライトの一団が真っ暗闇の尾瀬ヶ原を黙々と移動する。作

業は粛々とくり返され、竜宮小屋手前の休憩所で終了となった。暗闇の中また木道を戻

り、あと２～３時間もすれば空が明るくなると思える頃、ロッジに帰り着いた。……… 

 ２００５年６月２４日の調査風景を作文してみました。いつまでも健康でこの活動に参

加していきたいですね。                        （横田） 
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＜編集後記＞ 
  大学の研究室にデータを提出することを目標にして取り組んできた調査ですが、ここ２～

３年ほど、周囲からひんぱんに尾瀬ネットとして１度、結果をまとめてみてはどうかと勧め

られるようになりました。幸い、会員の島上氏がパソコンでの編集の応援を申し出てくれた

こともあって、２００７年２月の理事会、同４月の総会を経て、この「尾瀬ヶ原にシカを探

す」と題したまとめが発行となった次第です。 
  尾瀬ネットの継続的調査としては７年ですが、前年からのシカに関する様々な動きにも、

複数の会員が尾瀬ネットのメンバーとして参加しているので、副題は…シカ調査８年間の歩

み…としました。 
  この調査に多大なご支援とご協力を賜りました 

・宇都宮大学教授 小金澤正昭様・尾瀬高等学校教諭 松井孝夫様・緑の地球防衛基金様 
・日本旅行業協会様・山ノ鼻ビジターセンター様・国民宿舎「尾瀬ロッジ」様      
・プチホテル「アップル」様・尾瀬ネット会員の皆様 
・その他の方々に心よりお礼申し上げます。 

担当理事 坂本 敏子 

  

＜参考文献＞ 
△ 尾瀬地域のシカに関する調査研究資料集 

環境庁自然保護局北関東地区国立公園 野生生物事務所 

△ シカの食害から日光の森を守れるか 
辻岡 幹夫（随想舎） 

△ 尾瀬のニホンジカ調査２００７年 
～ライトセンサス調査とフィールドサイン調査による分布と採食植物の季節変化～ 

群馬県立尾瀬高等学校 自然環境科 
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長池湿原 
シカの掘り起し跡に自動 
撮影カメラを設置する 
２０００年７月１６日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              雨の中の調査風景 

                             ２００７年６月９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全員の視線が湿原の一点 
に集中する 
２００７年８月３１日 
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朝日新聞 

２００６年９月１２日（実施日 ９月９日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                上記調査に参加のメンバー              

                        

 



<第２回＞

終了時刻：6/23　01：00

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 21：32 4 ㊧・右 2 200 40 森の中へ入る 湿原

2 22：30 5 ㊧・右 1 150 20 森の中へ入る 湿原

3 0：52 6 左・㊨ 1 150 200 右に左にはしり奥へ 林内

4 0：52 8 左・㊨ 1 150 180
３秒位こちらを見
て、走って行った 林内

計 5

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００２年６月２２日ルート名：山ノ鼻～下田代十字路往復

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク

Waypoint
番号

木道の
左・右

発見頭数と
構成番号 時刻

月明かり：明るい　　　暗い

記録者氏名：大橋　文江

環　　境

風向：   北　　東　　南　　西

発見地点からの 発見時と
その後の行動

月齢11.1：新月　三ヶ月　半月　満月　　　天候：星空　曇　雨　霧

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風
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<第3回＞

終了時刻： 22：45

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 21：10 3 左・㊨
　

４（親２子２） 150 140 採食 湿原

2 22：10 4 左・㊨
　

４（♀２子２） 200 152 採食 湿原

3 22：40 5 左・㊨
　

２（♀１子１） 150 138 林内

計 10

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００２年９月１５日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：長島　睦世

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

Waypoint
番号

木道の
左・右番号 時刻

風向：   北　　東　　南　　西

発見地点からの

月明かり：明るい　　　暗い

発見頭数と
構成

発見時と
その後の行動 環　　境

月齢8.0：新月　三ヶ月　半月　満月　　　　天候：星空　曇　雨　霧
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<第4回＞

終了時刻： 　22：40

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20：35 4 左・㊨ 1 160 133～140 採食 林縁

2 20：35 4 左・㊨ 3 250 133～140 採食 林縁

3 20：47 5 左・㊨ 2 160 161～169 採食 林縁

4 20：47 6 左・㊨ 1 200 122 採食 林縁

5 21：05 7 左・㊨ 1 150 200 採食 林縁

6 21：09 7 ㊧・右 1 250 38 採食 林縁

7 21：30 9 左・㊨ 2 150 125 採食 林縁

8 21：41 10 左・㊨ 2 200 205 採食 林縁

9 21：41 10 左・㊨ 1 250 182 採食 林縁

10 21：51 11 左・㊨ 2 300 125 採食 林縁

11 22：00 12 左・㊨ 2 200 179 採食 林縁

12 22：11 13 左・㊨ ４（♀1子3） 170 116 採食 林縁

13 22：12 警戒音 左・㊨ 数回

14 22：15 13 左・㊨ 2 200 107 採食 やぶ

15 22：32 14 左・㊨ 2 250 175 採食 林の中

計 26

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

Waypoint
番号

木道の
左・右

風向：   北　　東　　南　　西

月齢5.3：新月　三ヶ月　半月　満月　　天候：星空　曇　雨　霧

発見時と
その後の行動 環　　境

発見頭数と
構成番号 時刻

発見地点からの

月明かり：明るい　　　暗い

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００３年７月５日ルート名：山ノ鼻～竜宮小屋先３００ｍ

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：深山　美子
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<第5回＞

終了時刻：　22：40

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20：25 3 ㊧・右 1 365 345 採食 林縁

2 20：35 5 左・㊨ 2 241 210 採食 林縁

3 20：35 5 ㊧・右 1 266 80 採食 林縁

4 20：47 6 左・㊨ 2 140 140 採食 林縁

5 20：47 6 左・㊨ 1 120 140 採食 湿原

6 20：55 7 左・㊨ 1 不明 108 採食 木の下

7 20：26 8 ㊧・右 1 260 40 採食 湿原

8 21：05 10 左・㊨ 1 250 189 採食 湿原

9 21：05 10 左・㊨ 2 250 130 採食 林縁・鳴き声

10 21：20 11 左・㊨ 2 280 170 採食 木の下

11 21：26 12 左・㊨ 2 250 100 採食中 湿原

12 21：27 13 左・㊨ 1 400 170 座・休憩 木の下

13 21：27 13 左・㊨ 5 400 170 座・休憩 湿原

14 21：40 14 ㊧・右 2 400 15 採食 林縁

15 21：50 15 左・㊨ 2 250 150 採食 林内

16 21：50 15 ㊧・右 1 300 358 採食 湿原

17 21：57 17 ㊧・右 1 300 312 採食 湿原

18 22：05 18 左・㊨ 2 121 210 採食 木の下・鳴き声

19 22：05 18 左・㊨ 1 121 190 採食 林内

20 22：13 19 左・㊨ 2 210 224 採食 木の根元

21 22：13 19 左・㊨ 1 180 200 採食 木の根元

22 22：28 20 ㊧・右 1 251 340 採食 木の根元

23 22：33 21 ㊧・右 1 267 330 採食 木の根元

計 36

環　　境

　　月明かり：明るい　　　暗い

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００３年９月６日ルート名：山ノ鼻～～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：深山　美子

開始時刻：   20:00

月齢9.4：新月　三ヶ月　半月　満月　　天候：星空　曇　雨のち曇　霧

風速：  強い　弱い 　無風

Waypoint
番号

木道の
左・右番号 時刻

風向：   北　　東　　南　　西

発見頭数と
構成

発見地点からの 発見時と
その後の行動
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<第6回＞

終了時刻：　22：40

使用した車の種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20：30 2 ㊧・右 1 200 320 林の中へ 林縁

2 20：50 3 左・㊨ 3 170 160 採食・西に移動 湿原

3 21：00 4 左・㊨ 2 200 150 採食　 林縁

4 21：05 5 左・㊨ 1 250 120 採食　 林縁

5 21：10 6 左・㊨
３（親子を含

む） 200 210 採食　 林縁

6 21：20 7 左・㊨ 1 250 150 林の中へ 林縁

7 21：24 8 左・㊨ ３（♂１） 200 200 林を出入り 林縁

8 21：25 8 左・㊨ 1 200 170 ゆっくり東方向へ 湿原

9 21：47 9 左・㊨ 1 170 140 林の中へ 林縁

10 21：54 10 左・㊨ 2 250 170 林の中へ 林縁

11 21：56 11 左・㊨ 1 250 150 林の中へ 林縁

12 22：02 12 左・㊨ 5 200 150 跳ねて林の中へ 湿原

13 22：07 13 左・㊨ ３（子２） 250 160 林の中へ 林縁

14 22：27 14 ㊧・右 1 250 350

15 22：36 15 左・㊨ ３（♂２） 200 190 跳ねて林の中へ

16

17 計 31

18

19

20

発見地点からの 発見時と
その後の行動 環　　境

Waypoint
番号

木道の
左・右

発見頭数と
構成

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００４年６月１９日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：坂本　敏子

番号 時刻

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

月明かり：明るい　　　暗い月齢1.3：新月　三ヶ月　半月　満月　　　天候：星空　曇　雨　霧

風向：   北　　東　　南　　西

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス
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<第7回＞

終了時刻：　２1：４0

使用した車の種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20：21 1 左・㊨ 1 250 150 逃げた 林縁

2 21：00 2 左・㊨ 2 270 180 逃げた 林縁

3 21：34 3 左・㊨ 3 270 180 逃げた 林の中

計 6

番号 時刻

風向：   北　　東　　南　　西

発見地点からの 発見時と
その後の行動 環　　境

Waypoint
番号

木道の
左・右

発見頭数と
構成

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００４年９月２５日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：椎名　宏子

月齢10.5：新月　三ヶ月　半月　満月　　　天候：星空　曇　雨　霧

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

月明かり：明るい　　　暗い

30



<第8回＞

終了時刻：　23：10

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20.19 1 左・㊨ ２（子１） 200 100 採食 湿原

2 20:38 2 左・㊨ 1 220 110 湿原

3 20:42 3 ㊧・右 1 200 350 林縁

4 20:49 4 左・㊨ 1 180 150 しゃがんでいる 湿原

5 20:58 5 左・㊨ 5 220 120 湿原から林に向かう 湿原

6 20:59 6 ㊧・右 1 200 40 立ちつくす 湿原

7 21:05 7 左・㊨ 2 200 140 採食 湿原

8 21:07 8 左・㊨ 1♂ 180 160 採食 湿原

9 21:14 9 左・㊨ 8 220 160 跳ねて林へ 林縁

10 21:19 10 左・㊨ 5 200 170 まず右へ次に左へ 湿原

11 21:30 11 左・㊨ 5（子２） 150 170 湿原を走行 湿原

12 21:32 12 左・㊨ 3（♂１） 200 90 採食 湿原

13 21:37 13 左・㊨ ４♀ 200 140 採食 湿原

14 21:38 14 左・㊨ 2 180 100 採食 湿原

15 21:43 15 左・㊨ 7 200 140 林へ 林縁

16 21:48 16 左・㊨ 5 220 150 採食 湿原

17 22:02 17 左・㊨ 2 200 200 採食 湿原

18 22:20 18 左・㊨ 3 230 120 湿原を走行 湿原

19 22:29 19 左・㊨ 3 220 100 採食 湿原

20 22:32 20 左・㊨ 4 200 140 採食 湿原

21 20:51 21 左・㊨ 2 180 160 採食・右へ移動 湿原

22 23:00 22 左・㊨ ♀1 150 120 採食　 湿原

23 23:02 23 左・㊨ ♀1 180 150 採食　 湿原

24 23:06 24 左・㊨ 2 200 100 採食　 湿原

25 23:07 26 左・㊨ 4 200 130
採食・ピュッと鳴いて
左右に 湿原

計 75

番号 時刻
発見地点からの

風速：  強い　弱い 　無風

月明かり：明るい　　　暗い月齢17.2：新月三ヶ月　半月　満月　　　　天候：星空　曇　雨　霧

Waypoint
番号

木道の
左・右

風向：   北　　東　　南　　西

発見時と
その後の行動 環　　境

発見頭数と
構成

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス

開始時刻：   20:00

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００５年６月24日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：坂本　敏子
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<第9回＞

終了時刻：23：00

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20:20 1 左・㊨ 3(♀２） 150 100 採食・走って林縁へ 湿原

2 20:30 2 左・㊨ 1 250 160 林縁

3 20:47 3 左・㊨ 3♀ 200 180 採食・跳ねて左右へ 湿原

4 20:55 4 左・㊨ 1♀ 200 180
採食・こちらをじっと
見ている 湿原

5 21:00 5 左・㊨ 5 220 190 採食 湿原

6 21:07 6 左・㊨ 5（親子） 250 180 採食・走って森林へ 林縁

7 21:15 7 左・㊨ 5 200 180 採食

8 21:19 8 左・㊨ 5 200 180 採食

9 21:21 8 左・㊨ 1 250 200 林縁

10 21:25 9 左・㊨ 1 250 150 林縁

11 21:26 9 ㊧・右 1 230 350 湿原

計 31

月明かり：明るい　　　暗い

時刻

風向：   北　　東　　南　　西

発見地点からの 発見時と
その後の行動 環　　境

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００５年９月３日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：坂本　敏子

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

Waypoint
番号

木道の
左・右

発見頭数と
構成

月齢29.0：新月　三ヶ月　半月　満月　　　天候：星空　曇　雨　霧

ビームライトの種類：Ｑ－ビーム　ビッグマックス

番号
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<第10回＞

終了時刻：23：00

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20:30 2 ㊧・右 1 200 350 森へ 林縁

2 20:35 3 左・㊨ 2♂ 284 140 林縁

3 20:35 3 ㊧・右 1♀ 203 32 右方向へ移動 林縁

4 20:59 5 左・㊨ 13 250 140
９…逃げた
４…そのまま 林縁

5 20:59 5 ㊧・右 1 250 30 林縁

6 21:00 6 左・㊨ 1♀ 300 113 逃げた 林縁

7 21:10 7 左・㊨ 3 193 140 林縁

8 21:10 7 左・㊨ 2 170 140 湿原

9 21:10 7 ㊧・右 1 100 走り出した 湿原

10 21:20 7 左・㊨ 1 251 200 林縁

11 21:20 7 左・㊨ 2 262 100 林縁

12 21:30 9 左・㊨ 1 300 120 林縁

13 21:47 10 左・㊨ 1 200 200 林縁

14 21:47 10 左・㊨ 2 200 120 林縁

15 21:50 11 左・㊨ 1♀ 230 160 湿原

16 22:00 12 左・㊨ 4 250 120 逃げた 林縁

17 22:11 13 左・㊨ 2 170 湿原

18 22:11 13 左・㊨ 3♀ 300 170 林縁

19 22:11 13 ㊧・右 1 200 285 湿原

20 22;23 14 左・㊨ 6（♂２） 300 160 林縁

21 22:30 15 左・㊨ 1 200 200 逃げた 林

22 22:38 16 左・㊨ 1 170 160 ブッシュの影に 湿原

23 22;52 17 左・㊨ 4 300 130 すぐ見えなくなった 林縁

計 55

Waypoint
番号

木道の
左・右

風向：   北　　東　　南　　西

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス

月齢20.9：新月　三ヶ月　半月　満月　　　　天候：星空　曇　雨　霧

発見時と
その後の行動 環　　境

発見頭数と
構成番号 時刻

発見地点からの

月明かり：明るい　　　暗い

風速：  強い　弱い 　無風

開始時刻：   20:15

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００６年６月１７日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：前田　悦子
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<第11回＞

終了時刻：22：00

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20：53 4 左・㊨ 1 330 110 そのまま 林縁

2 21：43 5 左・㊨ 2 250 140 少ししていなくなった 林縁

計 3

月明かり：明るい　　　暗い

風向：   北　　東　　南　　西

発見地点からの 発見時と
その後の行動

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス

環境

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００６年９月９日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：前田　悦子

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

Waypoint
番号

木道の
左・右

発見頭数と
構成

月齢16.3：新月　三ヶ月　半月　満月　　　　天候：星空　曇　雨　霧

番号 時刻
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<第1２回＞

終了時刻：23：10

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20:24 1 ㊧・右 1♂ 170 320 林縁

2 20:35 3 左・㊨ 4 230 120 採食 湿原

3 20:43 4 左・㊨ 4 200 185 湿原から林へ 湿原

4 20:44 4 左・㊨ 2 200 145 林縁

5 20:58 5 左・㊨ 1 220 240 林へ 林縁

6 21:00 5 左・㊨ 4 200 126 こちらをじっと見る 林縁

7 21:07 6 左・㊨ 1 100 200 採食 湿原

8 21:08 6 左・㊨ 1 110 184 採食 湿原

9 21:09 6 左・㊨ 1 120 110 採食 湿原

10 21:20 7 左・㊨ 1 250 220 林縁

11 21:22 8 左・㊨ 3 250 120 湿原

12 21:30 9 左・㊨ 1 230 200 湿原

13 21:33 9 左・㊨ 6 200 155 採食 湿原

14 21:35 9 左・㊨ 1 250 110 林縁

15 21:42 10 左・㊨ 5 200 210 左右に跳ねる 湿原

16 21:44 10 左・㊨ 1 70 165 跳ねながら近づき遠のく 湿原

17 21:45 10 左・㊨ 4 150 140 林の中へ 湿原

18 22:00 11 左・㊨ 1 200 210 湿原

19 22:01 11 左・㊨ 1 210 180 湿原

20 21:03 11 左・㊨ 10 230 95 左右に跳ねる 湿原

21 22：10 12 左・㊨ 1 200 160 林の中へ 林縁

22 22：12 12 左・㊨ １♂ 200 95 右に移動 湿原

23 22：20 13 左・㊨ 2 200 100 湿原

24 22：21 13 ㊧・右 2 220 30 林縁

25 22：22 13 左・㊨ 13 220 160 大きな群れ・左右に動いて林へ 湿原

26 22：28 14 左・㊨ 6 200 110 湿原

27 22：35 15 左・㊨ 1 130 180 林縁

28 22：36 15 左・㊨ 2 100 190 こちらを見ている 林縁

29 22：43 16 左・㊨ 2 100 140 右の方に走る 湿原

30 22：44 16 左・㊨ 1 200 180 湿原

31 22：45 16 左・㊨ 1 200 220 林縁

32 22：50 17 左・㊨ 3 220 190 湿原

33 22：55 18 左・㊨ 1 230 60 湿原

34 22：56 18 左・㊨ 5 250 90 林縁

35 23：03 19 左・㊨ 1 210 120 林の中へ 林縁

計 95

Waypoint
番号

木道の
左・右

風向：   北　　東　　南　　西

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス

月齢23.3：新月三ヶ月　半月　満月　　天候：星空　曇　雨　霧

発見時と
その後の行動 環境

発見頭数と
構成番号 時刻

発見地点からの

月明かり：明るい　　　暗い

風速：  強い　弱い 　無風

開始時刻：   20:00

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００７年６月９日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク 記録者氏名：伊藤　アケミ
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<第13回＞

終了時刻：22：50

使用した車の種類： ビームライトの種類：

距離（ｍ） 方位（度）

1 20:25 1 左・㊨ 3 250 140 採食 林縁

2 20:35 2 左・㊨ 2 200 170 採食 湿原

3 20:45 3 左・㊨ 3 270 180 林を出入り 林縁

4 21:05 4 左・㊨ 2 250 140 林縁

5 21:07 5 左・㊨ 1 200 120 湿原

6 21:12 6 左・㊨ 1 200 170 湿原

7 22:08 7 左・㊨ 1 130 130 採食 湿原

8 22:24 8 左・㊨ 4 150 210
ブッシュの中を
動き回る 湿原

9 22:27 9 左・㊨ 2 190 150 採食 林縁

計 19

ビームライトの種類：　Ｑ－ビーム　ビッグマックス

記録者氏名：坂本　敏子・伊藤　アケミ

月明かり：明るい　　　暗い月齢18.2：新月　三ヶ月　半月　満月　　　　天候：星空　曇　雨　霧

風向：   北　　東　　南　　西

開始時刻：   20:00

風速：  強い　弱い 　無風

発見頭数と
構成番号 時刻

発見地点からの 発見時と
その後の行動 環境

Waypoint
番号

木道の
左・右

ビームライト調査記録表（尾瀬）

調査年月日：２００７年８月３１日ルート名：山ノ鼻～竜宮

調査者氏名：尾瀬自然保護ネットワーク
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   この尾瀬の豊かな自然を 
      末永く子孫に伝えよう！ 
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